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「
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人
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す
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提

出
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住

所

氏
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墨
田
区
東
向
島
三
丁
目
二
番
十
三
号 

内
田
ビ
ル
２
Ｆ 

三
十
人
以
下
学
級
を
す
す
め
る
墨
田
区
民
の
会 

 

会
長 

 

村

上

ふ

み

子 

外 

一
、
三
二
五
人 

受
理
年
月
日 

平
成
十
五
年
十
一
月
十
九
日 

受
理
番
号 

第
二
号 

紹
介
議
員 

片
倉 

洋 
 

要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 

 

一 

国
の
責
任
で
「
三
十
人
以
下
学
級
」
を
実
施
す
る
よ
う
、
国
及
び
東
京
都
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

二 

墨
田
区
に
お
い
て
も
、
せ
め
て
小
学
一
年
生
・
中
学
一
年
生
時
を
、
「
三
十
人
以
下
学
級
」
で
生
活
・
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
理 

由
） 

一
昨
年
三
月
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
自
治
体
独
自
で
も
少
人
数
学
級
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
て
以
来
、
財
政
難
の
中
で
も
本
年
四
月
現
在
、
全

国
三
十
一
都
道
府
県
で
様
々
な
形
で
の
少
人
数
学
級
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
、
少
人
数
授
業
の
た
め
の
教
員
加
配
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
「
時
間
割
を
組
む
の
が
大
変
」
「
授
業
の
打
合
せ
を
す
る
時
間
が
な
い
」
「
一
つ
の
教
科
だ
け
」
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
現
場
の
教
員
は
、

子
ど
も
た
ち
す
べ
て
の
生
活
・
学
習
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
「
少
人
数
学
級
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
東
京
都
で
も
町
田
市
、
武
蔵
村
山
市
、
小
金

井
市
、
多
摩
市
で
独
自
実
施
の
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 

墨
田
区
に
お
い
て
も
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
き
め
細
か
な
教
育
を
保
障
す
る
た
め
に
、
三
十
人
以
下
学
級
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
「
学

級
編
成
基
準
」
の
改
正
を
含
む
財
源
支
援
を
国
及
び
東
京
都
に
要
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
財
源
が
十
分
で
な
い
現
在
、
と
り
あ
え
ず
入
学
時

の
大
事
な
時
に
「
三
十
人
以
下
学
級
」
で
子
ど
も
た
ち
が
生
活
・
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

以 
 

上 
 



 


